
全国町村会藤原会長 台風１２号被害現地視察 

 

日時：平成２３年９月２７日（火） 

 台風１２号による被害地の視察のため、藤原忠彦全国町村会会長（長野県川

上村村長）、長江 哲全国町村会次長が来県しました。 

 藤原会長の現地視察ルートは、次のとおりです。 

  ２７日 （三重県） 大紀町 → 御浜町 → 紀宝町  

 

【大紀町】 

 

 大紀町役場において、谷口会長が藤原会長

を迎え、町内の被災現地へ 

 

 

 

   

▲河川堤防の崩壊現場 

 

「錦タワーを見学」 

 

 

  ▲過去の被害の説明をする谷口会長 

 

 

【御浜町】 

 

 〔死  者〕１人 

 〔床上浸水〕６９軒 

 〔床下浸水〕１０５軒 

 

 最大雨量（72時間） 1,043mm 

     （１時間） 92.5mm 

 

                    ▲古川町長から被害の概要説明 

 



 

▲決壊箇所を応急補修した堤防上 

 

 

 

 

▼尾呂志川の決壊により被害受けた神社 

 

 

   

 

 

〔土木・農林水産関係施設被害状況〕 

  被害金額  1,346,055千円超 

      （調査中のものを除く。） 

〔農作物の被災額〕 

  水稲、果樹等  361,300千円超 

 

〔公共施設の被害〕 

  床上浸水   阿田和小学校、中央公民館、紀南高校 

 

 

 

▼２級河川尾呂志川橋梁 

 

 

●橋梁も、３路線３ヶ所で被害 

 

 

 

 



【紀宝町】 

 

 紀宝町では、熊野川や支流の相野谷川が氾濫し、濁流が集落を飲み込み、広

範囲で人家が水没しました。 

 

 

▼紀宝町役場を訪問 

 

 

 

▼西田町長から被害状況の説明 

 

〔死  者〕 １人 

〔行方不明〕 １人 

〔負 傷 者〕 ３人 

〔全  壊〕 ３０棟 

〔半  壊〕 ３棟 

〔床上浸水〕 1,121棟 

〔床下浸水〕 200棟 

 

 

 

 

 

 

▼熊野川に注ぐ相野谷川の鮒田水門にて 

 

 

 

 

 



▼高岡地区輪中堤の復旧作業 

 

 

▼藤原会長に被害の経緯と状況を説明する

西田町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ▼ごみ置き場となっている運動施設 

   ▼大里地区輪中堤防にて 

 

▼ガレキの処分の苦慮を訴える西田町長 

 

 

   住家の２階部分まで浸水した▼ 

 


